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ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
高
坂
（
第
75
回
高
坂

地
区
市
民
体
育
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

  

10
月
5
日
（
日
）
、
都
幾
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ

ー
ク
に
て
、
老
若
男
女
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
体
育

祭
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in

高
坂
（
第
75
回
高
坂
地
区
市
民
体
育
祭
）
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、
約
１
８
０
０
名
以
上
が
参

加
し
、
多
様
な
競
技
と
ゲ
ー
ム
で
熱
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
に
ふ
さ
わ

し
く
自
由
参
加
競
技
で
親
子
連
れ
や
子
供
た
ち
の
参

加
も
多
く
み
ら
れ
、
笑
顔

と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
た

「
大
東
文
化
大
学
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
」
の

皆
様
も
オ
ー
プ
ン
競
技
の

参
加
と
サ
ポ
ー
ト
で
、
手

を
抜
く
こ
と
な
く
貢
献
し

て
い
た
だ
き
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
、
地
域
の

絆
を
よ
り
一
層
深
め
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
成 

績
】 

 

Ａ
組 

優
勝 

西
二  

準
優
勝 

正
代 

 

Ｂ
組 

優
勝 

高
三  

準
優
勝 

宮
鼻 
 

Ｃ
組 

優
勝 

赤
城  

準
優
勝 

月
ヶ
丘 

 

【
綱
引
き
優
勝
】 

 

東
地
区
（
高
三
、
高
四
、
早
俣
、
正
代
、
宮
鼻
、

マ
ス
ト
シ
テ
ィ
高
坂
） 

 

第
48
回
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
最
終
日
の

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
す 

  

11
月
3
日
（
日
）
に 

実
施
さ
れ
る
日
本
ス
リ
ー 

デ
ー
マ
ー
チ
最
終
日
の
パ 

レ
ー
ド
に
、
東
松
山
市
自
治 

連
合
会
が
参
加
し
ま
す
。 

 

集
合
出
発 

高
坂
駅
東
口 

午
後
0
時
30
分 

（
各
自
治
会
の
ぼ
り
旗
を
目
印
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。
） 

 

※
高
坂
地
区
は
、
高
坂
駅
東
口
か
ら
東
松
山
駅
ま
で

歩
き
、
東
松
山
駅
で
本
体
パ
レ
ー
ド
に
合
流
し
、
中

央
会
場
ま
で
歩
き
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

 

第
49
回
高
坂
商
工
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す 

  

高
坂
地
区
商
工
会
、
商
店
会
の
皆
様
に
よ
る
年
に

一
度
の
催
し
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

日 

時 

11
月
9
日
（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
雨
天
決
行
） 

会 

場 

高
坂
駅
西
口 

徒
歩
約
６
分 

大
東
文
化
大
学
バ
ス
待
機
場 

（
高
坂
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
沿
い
） 

催
し
物 

福
引
抽
選
会
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
高
坂
太
鼓
演
奏
、
舞
台
シ
ョ
ー
、 

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
他 

主 

催 

商
工
会
高
坂
支
部
・
女
性
部
・
青
年
部
・ 

高
坂
商
店
会 

 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
品
者
募
集 

申
込
み
先 

鈴
木
ま
で 

・
Fax
81-

７
５
１
５ 

 

 

 

ナイスショット 

玉入れ 

パン食い競争 ホールインワンを目指せ スプーンリレー 

輪投げ スポ少対抗リレー 綱引き 



高
坂
地
区
花
い
っ
ぱ
い
推
進
員 

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た 

 
10
月
10
日
（
金
）
各
自
治
会
の
花
壇
を
管
理
し
て
い

る
花
い
っ
ぱ
い
推
進
員
他
26
名
で
、
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。 

東
京
都
「
神
代
植
物
公
園
」
は
、
都
内
唯
一
の
植
物
公

園
で
約
４
，
８
０
０
種
類
・
10
万
本
も
の
植
物
が
植
え

ら
れ
、
年
間
を
通
じ
て
四
季
折
々
の
花
々
を
楽
し
め
る
施

設
で
す
。
特
に
バ
ラ
園
は
、
約
４
０
０
種
類
・
５
，
２
０

０
株
と
多
く
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
る
都
内
最
大
級
の
バ
ラ

園
で
す
。
当
日
は
、「
秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
期

間
中
で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。 

開
園
直
後
に
入
場
し
壮
観
な
バ
ラ
園
で
記
念
写
真
の

撮
影
。
近
く
の
大
温
室
で
は
珍
し
い
熱
帯
植
物
や
ベ
ゴ
ニ

ア
、
睡
蓮
な
ど
の
大
き
さ
や
彩
り
に
目
を
見
張
り
、
そ
の

後
、
東
京
ド
ー
ム
11
個
分
の
広
大
な
敷
地
を
思
い
思
い

に
散
策
し
花
と
公
園
内
を
観
賞
し
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
推
進
員
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後

と
も
花
い
っ
ぱ
い
推
進
活
動 

に
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

12
月
高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

  

日 

時 

12
月
6
日
（
土
）
午
前
8
時
30
分 

 

コ
ー
ス 

物
見
山
大
銀
杏
と
も
み
じ
谷
コ
ー
ス 

 

距 

離 

約
7
㎞ 

 

集 

合 

高
坂
駅
西
口
中
通
公
園 

 

12
月
の
主
な
行
事
予
定 

  

6
日
（
土
）
高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

7
日
（
日
）
高
坂
地
区
自
衛
消
防
団
集
中
点
検
日 

 

11
月
高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

  
日 

時 

11
月
9
日
（
日
）
午
前
8
時
30
分 

 
コ
ー
ス 

丘
陵
文
化
祭
と
高
坂
商
工
祭
コ
ー
ス 

 

距 
離 

約
5
㎞ 

 

集 
合 
高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

11
月
の
主
な
行
事
予
定 

 

1
日
（
土
）
～
3
日
（
月
） 

第
48
回
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ 

9
日
（
日
）
高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

花
い
っ
ぱ
い
☆
で
夢
い
っ
ぱ
い
☆
に 

  

10
月
7
日
（
火
）
と
9
日
（
木
） 

 
 

の
両
日
に
秋
の
ハ
ー
フ
苗
を
各
自
治
会 

に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
花
の
種
類
は
、
パ
ン
ジ
ー
、
ス

ト
ッ
ク
、
コ
リ
ウ
ス
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ク
リ
サ
ン
セ

マ
ム
の
5
種
類
で
す
。 

 

12
月
号
の
地
区
広
報
た
か
さ
か
で
各
自
治
会
花
壇
の

定
植
情
報
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

10
月
の
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
報
告 

  

10
月
16
日
（
木
）
に
「
野
本
か
か
し
と
い
な
ほ
て
ら
す
コ

ー
ス
」
約
6
㎞
を
64
名
の
参
加
者
で
歩
き
ま
し
た
。
出
発
時

の
高
坂
駅
東
口
で
は
曇
り
空
で
、
気
温
21
℃
、
湿
度
が
69
％

と
高
め
で
し
た
が
比
較
的
歩
き
や
す
い
日
で
し
た
。
さ
く
ら

坂
公
園
か
ら
都
幾
川
沿
い
の
整
備
さ
れ
た
堤
防
上
を
歩
く

と
、
左
側
は
新
設
さ
れ
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
ま
ば
ゆ
い

ば
か
り
の
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
、
右
側
は
閑
静
な
住
宅
街
が
望

め
気
持
ち
も
軽
や
か
、
自
然
と
会
話
が
進
み
早
足
に
。
そ
の

後
、
新
東
松
山
橋
か
ら
野
本
小
学
校
の
通
学
路
と
同
じ
バ
イ

パ
ス
沿
い
の
歩
道
を
歩
く
と
河
川
敷
の
除
草
や
、
田
の
ひ
こ

ば
え
処
理
作
業
に
晩
秋
を
感
じ
な
が
ら
、
予
定
ど
お
り
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
長
め

の
休
憩
を
と
り
、
世
相
を
反
映 

し
た
力
作
の
か
か
し
観
賞
。
そ
の 

後
JA
い
な
ほ
て
ら
す
で
、
小
休 

止
を
と
り
、
季
節
の
野
菜
や
果
物 

の
買
い
物
も
楽
し
み
ま
し
た
。 

帰
路
は
東
松
山
橋
を
渡
り
高 

坂
駅
東
口
に
到
着
し
、
事
故
も 

な
く
無
事
に
終
了
。
途
中
小
雨 

に
降
ら
れ
ま
し
た
が
秋
を
満
喫 

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま 

し
た
。 

私
の
ま
ち
の
花
い
っ
ぱ
い
写
真
展 
  

「
花
い
っ
ぱ
い
」
の
魅
力
を
再
発
見
す
る 

機
会
と
し
て
、
皆
様
か
ら
応
募
し
て
い
た 

だ
い
た
地
域
の
花
壇
や
個
人
の
庭
写
真
を 

展
示
し
ま
す
。 

  

日 

時 

11
月
20
日
（
木
）
～
26
日
（
水
） 

 

場 

所 

ピ
オ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
東
松
山 

２
F
ピ
オ
ニ
コ
ー
ト
吹
き
抜
け
付
近
に
展
示 

 

 
 


